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Abstract: In Thailand, roundabout, which allows vehicles to move through the intersection with minimal stopping, is also promoted to 

install roundabouts based on the standards. However, there are issues, such as the handling of the driving characteristics of motorcycles 

in the design of roundabouts in Thailand. This study clarified the problems that need to be considered in the design standards of 

Thailand through comparison with the standards of other countries and roundabouts introduced in Thailand. Consequently, there are 

problems with not considering motorcycles in the design procedure of the roundabout in Thailand and being ambiguous numerical 

values within the design standards. 

 

１． はじめに 

近年，信号の設置を必要とせずに交差点の安全性・

円滑性を向上させることができるラウンドアバウトの

導入が進められている．導入にあたり，各国の交通特

性を考慮した設計基準が定められ，それに基づいて設

計及び導入が進められている．本研究で対象とするタ

イにおいても，2015年に策定された自国の基準を用い

てラウンドアバウトの設計が行われているが，自動二

輪車の混入率が高い点等のタイ特有の交通特性が考慮

されていない．そのため，タイの交通特性を考慮した

ラウンドアバウトの設計基準の改良およびその基準を

用いた設計が必要である．そこで本研究では，観測さ

れた交通量とシミュレーションの結果から，タイの交

通特性を考慮したラウンドアバウト設計基準の問題点

を明らかにすることを目的とする． 

 

２． 既存研究の整理 

Lihn ら［１］は，ベトナムのラウンドアバウトにおける

車両の微視的挙動の分析を行った．また，吉岡ら[２]は，

ラウンドアバウトの幾何構造が走行挙動に与える影響

を分析している．しかし，これらの研究はラウンドア

バウトにおける実走行挙動の特性について明らかにし

たしているが，設計基準を考慮して実走行状況を分析

した研究は少ない． 

 

３． 研究方法 

（１）研究の流れ 

はじめに，タイ，日本，アメリカの 3 ヶ国の設計基

準を用いて設計手順について整理・比較を行った．次

に，その設計基準を基にミクロ交通シミュレーション

PTV Vissimを用いてラウンドアバウトを作成し，各国

のラウンドアバウトの幾何構造要素および交通状況の

分析を行った．最後に，タイで導入されているラウン

ドアバウトを対象地点とし，タイの設計基準を用いて

作成されたラウンドアバウトと同様の比較分析を行っ

た． 

（２）対象地点 

本研究では，Figure 1 に示すタイのスラナリー工科

大学（SUT）内に位置するラウンドアバウトを選定し

た．無人航空機（UAV）を用いて撮影された交通状況

のビデオデータを用いて，対象地点の交通量および交

通状況の分析を行った． 

 

Figure 1. Roundabout in SUT 

 

４． 分析結果 

（１）設計手順の整理と比較 

Figure 2は，対象とする 3ヵ国の 1つであるタイのラ 
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ウンドアバウト設計基準に記載されている設計手順で

ある．タイのラウンドアバウトの設計手順では，自動

二輪車が考慮されていないことがわかる．他国の設計

手順についても同様に，自動二輪車を考慮している部

分がないことをわかった． 

 

Figure 2. Design procedure of a roundabout in Thailand 

（２）各国の設計基準を基にした作成したラウンドア

バウトのにおける速度の比較 

Figure 3 は，タイとアメリカの設計基準を基に作成

したラウンドアバウトのシミュレーションから算出し

た地点ごとの速度の結果である．その結果，どの国も

環道内の速度は 25～35km/hであることがわかった．ま

た，タイのラウンドアバウトへの進入速度は，他国と

比較し，速いことも明らかになった．タイのラウンド

アバウトへの進入速度が他国に比べた高い理由は，ラ

ウンドアバウトの大きさにより環道内の車両密度が異

なるためと考えられる． 

 

Figure 3. Vehicle Speed (Left: Thailand, Right: The U.S.) 

（３）タイの設計基準と対象地点のラウンドアバウト

における速度の比較 

Table 1は，タイの設計基準で作成したラウンドアバ

ウトと対象地点のラウンドアバウトの各幾何構造要素

の比較表である．Figure 4は，タイとアメリカのラウン

ドアバウトの環道内の速度である．この結果，タイの

ラウンドアバウトと対象地点のラウンドアバウトでは，

各幾何構造ごとに数値が異なることから，同じ設計基

準を用いて作成した場合でも設計者により異なるラウ

ンドアバウトが設計されることがわかった．また，ラ

ウンドアバウトの進入速度に着目すると，対象地点の

ラウンドアバウトは，タイの設計基準のラウンドアバ

ウトに比べ，0～5km/hで走行する割合が高いことがわ

かった．このことから，2つのラウンドアバウトで円滑

性に大きな違いがあることが明らかになった． 

Table 1. Comparison of SUT Roundabout and Standard 

Roundabout in Thailand 

 

 

Figure 4. Vehicle Speed (Left: Thailand, Right: SUT 

Roundabout) 

 

５． おわりに 

 本研究では，タイのラウンドアバウトの設計基準の

課題点として，設計基準内に自動二輪車の考慮方法が

ないこと，および設計者により幾何構造要素が異なる

ラウンドアバウトが設計され円滑性に違いが出ること

が明らかになった．今後は，ラウンドアバウトにおけ

る自動二輪車の交通特性について明らかになっていな

い点が多いため，ラウンドアバウト上の自動二輪車の

走行挙動について分析を行いラウンドアバウトの設計

基準における考慮方法を検討する必要がある． 
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交通状況の分析

車線数の分類

ラウンドアバウトの予備設計の要素
・外径
・地域特性
・車線調整
・横断歩道、中央島

外的要因；環境、需要、交通
規制等

ミニラウンドアバウト
・流出入部の車線数の決定
・ミニラウンドアバウトの
特徴の分析

1車線ラウンドアバウト
・流出入部
・交通容量
・環道車線数、中央島

他車線ラウンドアバウト
・車線調整
・交通流の交錯
・交通容量

安全性・円滑性の評価
・最大到着交通量
・設計車両
・視距

その他の詳細設計
・歩行者や二輪車の道路
・中央島のデザイン、接続道路の角度
・信号機、路面標示
・路側照明、造園

Min Max

対象地点タイ

2車線2車線環道車線数

45m50m外径

20m28.4m中央島直径

4.0m4.3m環道幅員

4.5m2.2mエプロン幅員

0m5.0cmエプロン高さ

Min Max
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